
なんか変！運営交付金収入は増えても授業料値上げ？
新潟大学教職員組合財政分析ワーキンググループ

17年度収入は23億円の大幅増！

区分 16年度 17年度 増減

給与費 14 ,856 14 ,638 △218
超過勤務 289 281 △8
退職手当 1 ,374 1 ,828 454

445 519 74

16 ,964 17 ,266 302
1 ,378 1 ,790 412
813 1 ,470 657
422 438 16
979 962 △17

354 352 △2

3 ,946 5 ,012 1 ,06 6
20 ,910 22 ,278 1 ,36 8

92 84 △8
696 739 43
200 200 0
988 1 ,023 35

給与費 5 ,892 5 ,719 △173
超過勤務 502 476 △26
退職手当 243 222 △21

1 ,603 1 ,859 256
8 ,240 8 ,276 36

441 506 65
7 ,590 8 ,218 628

20 20 0
2 ,269 2 ,421 152

10 ,320 11 ,164 845

18 ,560 19 ,441 881

40 ,457 42 ,742 2 ,285
*1）非常勤19，特別研究員13，VBL研究員39を含む
*2）看護師288，医師164，事務補助員△200を含む
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大学への増額配分16.4億円の内訳

今年度の主な増額の対象は、非常勤講師･特別研究
員分に0.7億円増、学長裁量経費に0.4億円増、教
育研究経費に10.9億円増となっています。

16.4億円うち、 4.5億円が退職金の増額分に当て
られ、残りの約12億円を新規および増額が必要な
経費に充てることになります。

16年度 17年度 増減

17 ,596 19 ,296 1 ,700

授業料 6 ,569 6 ,863 294

入学料 985 980 △5

検定料 226 223 △3

その他 151 142 △9

小計 7 ,931 8 ,208 277

病院収入 14 ,929 15 ,228 299

その他 0 9 9

小計 14 ,929 15 ,237 308

合計 40 ,456 42 ,741 2 ,285
注）上記には補助金、施設費交付事業費、長期借入金を除く

２．自己収入
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解説2

今年度の運営費交付金収入は17億円の増額です。増減
の内訳は以下のとおり。

解説1

17億円増

一方、今年度の自己収入は、一般・病院合わせて6
億円の増収が見込まれています。

なんと合わせて23億円の大幅増収です！

特別教育研究経費 +14.6億円
一般教育研究経費 +8.6億円
授業料改定額増収分 -1.7億円
効率化額＋病院経営改善額 -4.５億円
（-1％） （-２％）

解説3

人件費(非常勤) ･･･････････2.6億円
病院経費･･････････････････8.5億円

主な増額分

11.1億円増

人件費(給与、超勤・退職手当）2.2億円

主な減額分
2.2億円減

○病院分：実質9億円増

人件費(退職手当、非常勤）･･･5.3億円
教育研究経費･･･････････････10.7億円
学長裁量経費･･･････････････0.4億円

16.4億円増

主な増額分

人件費(給与、超勤手当) ･･････2.3億円
教育研究経費(一般管理費等)･･･0.2億円

主な減額分

2.5億円減

○大学分：実質14億円増

今年度予算配分の増減内訳（対16年度比較）
から増収分23億円の行き先をみると・・・

基盤教育経費･････････････････････0.4億円
特別教育経費

工学力教育センター･････････1.2億円
全学教育支援プログラム･････1.6億円
学生支援･･･････････････････0.1億円
図書経費･･･････････････････0.2億円
脳研究所への特別研究経費･･･6.9億円

しかし、教育研究経費増額分10．9億円の配分は･･･

。

・基盤教育経費は学生・院生単価を1％アップした
だけの0.4億円増→教員一人でたった4万円程度の増

・学長裁量経費は、基盤教育経費の増額と同等の大
幅増→学内競争資金と裁量的経費はしっかり確保

・増額分を授業料の据え置きに必要な1.7億円や
研究費増額の財源に充てる努力をほとんどせず
→本当に経営努力をしたといえるでしょうか？ ほとんどが特別事業（研究含む）の経費に配分

表１．平成16年度・17年度の当初収入比較
(単位：百万円）

表２．平成16年度・17年度の予算配分比較
(単位：百万円）

 


